
三重県伊賀市上野相生町2842

栄楽館施設改修工事(設備工事）
建設場所



№ NAME SCALE № NAME SCALE № NAME SCALE

特記仕様書 21 2階（自動火災報知設備） 1 80

仕上げ表 22 1階給排水配管図 1 80

00 配置図 1 ： 80 23 2階給排水配管図 1 80

01 既存1階平面図 1 ： 80 24 給排水設備リスト（１） -

02 既存2階平面図 1 ： 80 25 給排水設備リスト（２） -

03 改修1階平面図 1 ： 80 26 都市ガス設備図 1 ： 80

04 改修2階平面図 1 ： 80 27 1階（スプリンクラー設備） 1 ： 80

05 改修屋根伏図 1 ： 80 28 2階（スプリンクラー設備） 1 ： 80

06 改修立面図（１） 1 ： 70

07 改修立面図（２） 1 ： 70

08 改修立面図（３） 1 ： 70

09 分電盤表　照明器具リスト -

10 1階（幹線、動力、弱電設備） 1 ： 80

11 2階（幹線、動力、弱電設備） 1 ： 80

12 1階（コンセント設備） 1 ： 80

13 2階（コンセント設備） 1 80

14 1階（電灯設備） 1 80

15 2階（電灯設備） 1 80

16 1階（換気設備） 1 80

17 2階（換気設備） 1 80

18 1階（冷暖房設備） 1 80

19 2階（冷暖房設備） 1 80

20 1階（自動火災報知設備） 1 80

-

-



７．付近見取図

） ）

） ） ）

） ） ）

１．工事名称

工 事 名 称 栄 楽 館 施 設 改 修 工 事 建築主 伊賀市　市長　岡本栄

建 設 地 （地名地番） 三重県伊賀市上野相生町2842 住　所
〒518-8501

(　●　)用途変更（大規模の模様替）　　(　　)仮設建築　(　　)解体　　(　　)移設　　(　　)移転 工　期 着 工 竣 工

主 要 用 途 宿泊施設（レストラン付）
三重県伊賀市四十九町3184番地

工 事 種 別 (　　)新築　(　　)増築　(　　)別棟増築　(　　)改築　(　　)改修（大規模の修繕）　(　　)室内装飾 電　話 0595-22-9676

建ぺい率 基準建ぺい率 80％

-  坪（                  171.48 坪（　＝       容積率 基準容積率
400％

２．敷地状況

敷 地 面 積 公簿 実績
566.86 ㎡                

防 火 地 域 (　　)防火　(  ●　)準防火　(　　)特定行政庁の指定地域　(　　)指定なし　(　　)２２条地域

敷地境界線より１２ｍを越える範囲 時間内

敷地境界線より１３ｍを越える範囲 時間内

用 途 地 域
(　　)住居専用（第　　種）　(　　)住居　　　(　　)近隣商業　(　● )商業　　　(　　)準工業

(　　)第２種中高層　　　　　(　　)工業　　　(　　)工業専用　( 　　)指定なし

日影制限

平均地盤面からの高さ ｍ

構 造 形 式
(　　)ラ－メン　　　(　　)壁　　　　　　(　　)立体トラス　　(　　)シェル

(　　)折版　　　　　( ● )在来工法
最高高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ

基 礎
地盤支持　(　　)ベタ　　(　　)布　　　(　　)独立　　　　　(　　)その他

杭支持　　(　　)ＲＣ杭　(　　)ＰＣ杭　(　　)ア－スドリル　(　　)ベノト　(　　)深礎　(　　)その他
最高軒高　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ

そ の 他 の

地 域 地 区

( ●  )都市計画区域内　　　　(　　)都市計画区域外　　　　(  )市街化区域　　　　　　(　　)市街調整区域　　(　　)特別工業地区　　　(　　)特別用途地区

(　　)景観形成地区　　　　　(　　)再開発事業区域　　　　(　　)特定街区　　　　　　　(　　)改良地区　　　　(　　)伝統的建造物群保存地区

(　　)文教地区（第　　種）　(　　)風致地区（第　　種）　(　　)高度地区（第　　種）　(　　)駐車場整備地区　(　　)電波伝搬障害防止地区

(　　)多雪地区　　　　　　　(　　)災害危険地区　　　　　(　　)緑地地区　　　　　　　(　　)地区計画

(　　)土地区画整理事業地区　(　　)宅地造成工事規制区域　(　　)国立公園　　　　　　　(　　)国定公園　　　　(　　)河川敷　　　　　　( ●  )その他　区域区分非設定都市計画区

域

３．構造・規模

構 造
(　　)ＳＲＣ造　　　(　　)ＲＣ造　　　　(　　)ＰＣ造　　　　(　　)鉄骨造

(　　)軽量鉄骨造　　(　　)ＣＢ造　　　　( ● )木造　　　　　(　　)その他
階　　数　（Ⓑ　　　）　（Ⓕ　２　）　（Ⓟ　　　）

増 築 予 定

その他

４．面　積

全 体 面 積 主 屋 面 積 車 庫 面 積 建ぺい率 ・ 容積率 その他(ピロティー・バルコニー等)

建築面積 288.67 ㎡                288.67 ㎡                
50.92%

許容

81.15%

許容 ㎡

139.13 坪（　＝       139.13 坪（　＝       -  坪（                  

87.32 坪（　＝         87.32 坪（　＝         -  坪（                  

延床面積 459.98 ㎡                459.98 ㎡                対象面積

㎡　 ㎡　 ㎡　

５．床面積 ６．別途工事 

階 別 主 屋 面 積 車 庫 面 積 階 高 主 要 用 途

２階 173.67            

１階 286.31            

計 459.98            

備 考
含む 別途 含む 別途 含む 別途

８．その他の工事範囲

種 別
工事有

備 考 種 別
工事有

敷地造成
敷 地 造 成 　　　　　　

付属備品

備 考 種 別
工事有

○
整 地 　　　　　　 サ イ ン ○ ○

社 名 板 ・ 表 札 　　　　　　
電　気

幹 線 設 備

※別途打合せ 電 柱 取 替 え 　　　　　　
　　　　　　

排 水 　　　　　　 郵 便 受 　　　 ○ 動 力 ○ 　　　

擁 壁 　　　　　　 掲 示 板 　　　　　　 畜 電 池

○
橋 梁 　　　　　　 照 明 器 具 ○

道 路 　　　　　　 定 基 礎 　　　　　　 電 灯 コ ン セ ン ト

護 岸 　　　　　　 家 具

防 衛 設 備 　　　　　　 可 動 家 具 　　　 ○ 電 話 配 管

○ 表示あるもの 電 話 機 器 ○
○

椅 子 　　　 ○ イ ン タ ー ホ ン ○
什 器 備 品

埋 設 物 移 設 　　　　　　 ブ ラ イ ン ド 　　　

　　　 ○ 電 気 時 計 　　　　　　

イ ン タ ー ネ ッ ト ○
撤去工事

在 来 基 礎 撤 去 ○ カ ー テ ン 　　　 ○
○

テ レ ビ 共 同 聴 視　　　　　　

○ 火 災 報 知 器 ○工 作 物 撤 去 ○ 敷 物 ・ マ ッ ト 　　　
○ 避 雷 針 　　　　　　樹 木 伐 採 ○ 装 飾 物 　　　

　　　　　　

移設工事
在 来 建 物 移 設 　　　　　　

煙 感 知 連 動

工 作 物 移 設 　　　　　　 オ ー ル 電 化

防 災 無 線 　　　　　　
　　　　　　

樹 木 移 植 　　　　　　
給 湯 ○  (      )中央　( ● )局所

給排水

衛　生

ガ　ス

給 水 ○  ( ● )市水　(　　)井水

　　　

衛 生 器 具 ○
日 照 影 響 ○ 防 災 ( 消 火 栓 等 )　　　解体工事 解 体 工 事 ○

補　償

外　構
植 樹 造 園 　　　　　　 騒 音 ○

電 波 障 害 ○ ガ ス ○
給 水 本 管 引 込 ○

ア プ ロ ー チ 舗 装　　　　　　 風 害

路 面 駐 車 場 　　　　　　 近 隣 工 作 物 ○ 排 水 通 気

○ 排 水 処 理 装 置 ○
○

○
盛 土 　　　　　　 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

門 ・ 塀 ○ 隣 家 補 償 ○ 特 定 施 設 水 道 連 結 型

外 灯 ○

冷暖房

換　気
冷 房 ○

暖 房 ○

換 気 ○
　　　　　　

工作物
銘 板 　　　　　　

その他

防 災 （ 排 煙 ）

案 内 板 　　　　　　
広 告 鉄 塔 　　　　　　
ネ オ ン 　　　　　　 エ ス カ レ ー タ

昇降機
エ レ ベ ー タ ー 　　　　　　

　　　　　　
遊 戯 施 設 　　　　　　 ダ ム ウ エ ー タ 　　　　　　
ゴ ン ド ラ 　　　　　　

物 干 　　　　　　

独 立 煙 突 　　　　　　

塵 芥 焼 却 炉 　　　　　　
その他

住 宅 設 備 　　　　　　

厨 房 機 器 　　　　　　

避 難 器 具 　　　　　　
物 置 　　　　　　

ポ ン プ 室 　　　　　　

その他の工事範囲で「無」の場合は「工事有」欄を　　で消す（例）　　　　　　



取引用計器

引込開閉器

地上～窓中心

地上～中心

分電盤

床上～中心スイッチ

スイッチ

（一般）

（和室）

（台上）

（土間）

（一般）

（踊場）

（鏡上）

 壁掛制御盤

 手元開閉器

 操作スイッチ

端子盤

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

鏡上端～中心

床上～中心

床上～中心

1,800～2,000

1,800～2,200

1,300

1,100

  300

  150

  150 ～ 200

500

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

1,500

1,300

インターホン親機

機器収容箱

（外壁・屋外） 地上～中心 500

(多目的便所)

(上端1,900以下)

(自動ドア)スイッチ 床上～中心 1,800

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

ブラケット

ブラケット

ブラケット

1,500

(上端1,900以下)

1,500

床上～中心

 壁掛形スピーカ

 壁付アッテネータ

床上～中心

床上～中心

1,500

(上端1,900以下)

1,500

(上端1,900以下)

壁付電話機

電話受口 床上～中心   300

床上～中心 1,300

 直列ユニット 床上～中心

 直列ユニット 床上～中心（和室）

（一般）

  150

  300

2,100～2,300

1,300

インターホン子機

1,300

1,300（一般）

（身障者用） 800～1,000インターホン子機

 押ﾎﾞﾀﾝ (ﾄｲﾚ呼出用)　

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～中心

地上～中心

300～900

 復帰ﾎﾞﾀﾝ 床上～中心 1,500～1,800

 表示盤 床上～中心
1,500

(上端1,900以下)

 壁付押ﾎﾞﾀﾝ 床上～中心 1,300

 受信機･副受信機

 機器収容箱･発信機

 ベル

 表示灯

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

  800～1,500

  800～1,500

2,300

2,100

引込口より分電盤、分電盤より分岐分電盤に至る、

配管・配線・盤取付工事とし、試運転調整を含む。

図示の通り、照明器具を堅固に取り付けるものとする。

金属管及び付属品

合成樹脂管及び付属品

矢崎総業

パナソニック電工 日本パイプ 摂陽鋼管 ネグロス

配線用遮断器

配線器具

照明器具

盤　類

各分電盤より、各負荷に至る配管・配線・機器取付工事とし、

点灯試験を含むものとする。

各分電盤より、各負荷に至る配管・配線・機器取付工事とし、

点灯試験を含むものとする。

アンプより、各機器に至る配管・配線・機器取付工事とし、各機器間の配管・配線・機器取付工事とし、機能試験を含む

ものとする。

受信機より、各機器に至る配管・配線・機器取付工事とし、

機能試験を含むものとする。

HS&T

メタモール

パナソニック電工 日本パイプ 摂陽鋼管 ネグロス

パナソニック電工

パナソニック電工 古河電工 クボタ 積水化学

パナソニック電工 内外電機 日東電工

日東工業

パナソニック電工

コイズミ

三菱電機

工事場所

建築概要

工事期間

一般事項

工事名称

令和　　　年　　　月　　　日　～　令和　　　年　　　月　　　日　

１．本工事は、本特記仕様書、本設計図面記載事項及び国土交通大臣官房官庁営繕部

測　　点

木造、地上２階建　　

延床面積　　　　　　㎡　　建築面積　　　　　　㎡　　敷地面積　　　　　　㎡

三重県伊賀市上野相生町

１

ＮＯ

幹線　設備工事

工　事　項　目 工　事　内　容

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１１

動力　設備工事

電灯・コンセント　設備工事

照明器具　設備工事

弱電　設備工事

自動火災報知　設備工事

１

２

ＮＯ

３

４

５

６

７

８

９

10

取付高さ（ｍｍ） 備　　考

天井・床・壁に付く点検口

機器基礎工事

梁・床・壁の貫通・復旧工事

電気 空調・換気

天井開口・補強工事

１

２

ＮＯ

３

４

５

６

７

８

９

１０

衛生 建築 別途

○ ○

○

○

○

電話工事

ケーブルテレビ引込・配線工事

○

○

名　　称 場　　所

特記仕様書 工事項目＆工事内容 指定メーカー 取付高さ

工事区分

電線、ケーブル及び付属品

ケーブルラック・レースウェイ

自動火災報知設備機器 パナソニック電工

パナソニック電工

遠藤照明 パナソニック電工 パナソニック電工

　　（最新版）に基づき関連法規・条例等を遵守し完全に施工のこと。

　　とし、速やかにこれを行うこと。

３．工事完了後、特殊な場合を除き試運転調整に必要な燃料費・電気料金・水道料金は、

　　建築工事とする。

４．本工事に必要な仮設用電力・水道・ガス等の工事費・料金等は、全て建築工事

　　とする。

（２）特記仕様書

（３）設計図書

（４）共通仕様書

６．今回の工事において、その機能を満足するよう、図示なくとも既設設備の撤去

（１）見積要項（現場説明記録、質疑応答記録を含む）

５．設計図書の優先順位は次の通りとする。

　　監修「電気設備、機械設備工事共通仕様書」「電気設備、機械設備工事標準図」

２．本工事に関する関係諸官庁への申請手続一切は、その費用を含めて請負者の負担

７．工事の円滑な進行を計る為、監督員の指示により、工事期間中定期的に各工事

８．既設部分と今回工事の取合い部分、その他ではつりおよび工事の都合等により

　　改修等は本工事に含むものとする。

　　破損、損傷させた箇所は、今回工事仕上げ及び、旧工事仕上同材にて完全に

　　責任者を召集し、打合せを行うものとする。（隔週１回程度）

　　補修しなければならない。

　　工事業者と密接に連絡し、調整に当たらなければならない。

９．別契約の関連工事についての工事工程ならびに、納まり等に関して、別契約の

１０．建物竣工引渡し後　１年以内に於いて工事不良の為、生じたと認められる損害

　　は、請負者の負担にて、敏速丁寧に復旧する。

　　う配慮すること。

　　ともに丁寧に対応すること。

１２．工事の施工にあたり、周辺より苦情を受けた場合には、その内容を記録すると

１１．施工中は地元車両の通行を優先とし、前面道路への駐停車は最小限に留めるよ

１３．工事に関する説明を求められた場合には、監督員に報告すること。また必要に

　　応じ同行するものとする。

　　に報告する。またその後の措置については、監督員の指示に従うこと。

１４．工事の施工にあたり、埋蔵文化財その他の物件を発見した場合は直ちに監督員

１５．工事の施工にあたり、関係法令等に基づき、工事の円滑な進行を図ること。

１６．工事目的物等の施工済みの部分等について、汚損しないよう適切な養生を行う

　　こと。

メ　ー　カ　ー　名機　材　名　称

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

栄楽館施設改修工事（設備工事）



発生材の処理等発 発生材の処理は次による。

※別紙「工事特記事項（共通編）」による

８ 現場代理人 ※現場代理人は、工事現場に常駐すること。

ただし、工事現場において作業等が行われていない期間で発注者との連絡体制が確保さ

れると監督員が認めた場合は常駐を要しない。

５ 施工計画書 ※別紙「工事特記事項（共通編）」による

６ 工事の記録 監督職員の指示により、工事着手前、施工中、完成時の工事写真を提出する。

（参考：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 工事写真の撮り方 建築設備編 平成２４年

版）

７

２６

２５ 機器類の基礎 ○

２４ 機器類付属制御盤からの信号配線

２３ 機器類付属制御盤とその２次配線

２２ 別途機器類の配管接続 ○

２１ 別途流し台類への配管接続 ○

２０ 同上用貫通部のスリーブ、箱等の製作設置

１９ ダクト付属の換気ファン類の設置

１８ 同上用煙感知器、制御盤、配管配線装置

１７ 防煙ダンパー用自動閉鎖装置

１６ 機器類及び制御盤への電源供給 ○

１５ 自動制御盤の製作設置

１４ ガス漏れ警報設備 ○

１３ 一般換気扇の設置（壁掛形） ○

１２ 既製浴槽の設置（バランス釜使用の場合は釜共）

１１ 既製流し台類、ガス台及び戸棚の設置

１０ ルーフドレン類及び立樋の設置（第一会所まで） ○

９ ＲＣ造等の設備用躯体貫通、半貫通部の鉄筋補強

８ 吹き出し口等の取付のための開口部の枠組み補強

７ ドアガラリ ○

６ 建物外壁に取り付く給排気用ガラリの製作、設置

５ 建物内の排水溝、配管ピツト（仕上げ共） ○

３ ２重スラブ内の連通管及びマンホール類の設置

一

　

般

　

共

　

通

　

事

　

項

項 目 建築 電気 機械

１ パイプシャフト、ダクトスペース等の点検口 ○
２ 天井点検口 ○

４ 排水槽類の躯体、仕上げ及びマンホール類の設置

３ 官公署その他への

届出手続等

※工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出

手続等は遅延なく行い、その費用は全て受注者の負担とする。

４ 別契約の関連工事 ※別契約の施工上密接に関連する工事については、監督員の調整に協力し、

当該工事関係者とともに、工事全体の円滑な施工に努める。

章 項 目 特 記 事 項

１ 適用範囲 ※設計図書の優先順位は、質問回答書、現場説明書、特記仕様書、図面、標準仕様書の順

とする

２ 技能士 （ 　 ）配管１級技能士　　（     ）建築板金１級技能士

（     ）熱絶縁１級技能士　（     ）冷凍空気調和機器施工１級技能士

工 事 区 分

〔機械設備工事編〕（平成２８年版）による。

２． 特記事項は○印のついたものを適用し、○印のない場合は※印のあるものを適用する。

３． 取消線で打ち消した部分については適用しない。

Ⅱ 機械設備工事仕様

■１． 図面及び特記仕様に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築

工事標準仕様書〔機械設備工事編〕（平成２８年版）公共建築改修工事標準仕様書〔機械設備工

事編〕（平成２８年版）（以下「標準仕様書」という。）及び同監修公共建築設備工事標準図

換　気　設　備 ○ ○

空 気 調 和 設 備 ○ ○

浄 化 槽 設 備 ○

厨 房 器 具 設 備 ○ ※設備は使用者負担、配管工事のみ

特 殊 消 火 設 備

スプリンクラー設備 ○ ○

○ ○

ガ　ス　設　備 ○ ○ ○ （ ●  ）都市ガス （ 　 ）ＬＰガス

排 水 通 気 設 備 ○ ○

工 事 種 別

建 物 屋
 外 備 考

主屋 蔵

衛 生 器 具 設 備

給　湯　設　備 ○ ○

○ ○
給　水　設　備 ○

給排水設備工事特記仕様書

Ⅰ

工 事 概 要

１．工事年度及番号 平成　　　年度 第　　　号

４．工 事 内 容 宿泊施設への用途変更工事

５．工 事 種 目

２．工 事 名 栄楽館施設改修工事（設備工事）

３．工 事 場 所 三重県伊賀市上野相生町2842

※ブロワ配管（土中）ＨＩＶＰ　１０ｍ以内、曲がり５ヵ所以内

【据　付】 ※浮上防止対策金具（アンカー含む）　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

※埋戻材　山砂の類（浄化槽本体から１００ｍｍ以上の部分は良質土でも可）

　３００ｍｍ毎に転圧

【その他】 ※関係法令等及び和歌山県浄化槽取扱要綱等関係法令集に適合すること。

　　材質　製造者標準品（ロック式

　　（ただし、鋼板製は溶融亜鉛メッキ仕上げ）

※スペーサー　鋼製又はコンクリート製

　　　　　　側面　２個／ｍ２以上、側面以外　４個／ｍ２以上

１台当たりの能力

規格能力　　　φ　×　　Ｌ／ ｍｉｎ　×　　ｍ　×　　Ｋｗ

（　・三相　　・単相１００Ｖ　　・単相２００Ｖ）

【躯　体】 ※配筋及び各部寸法は別図による

曝気ブロワ ・１台　　・２　台

（ ガイドパイプ

　： ＳＵＳ製）

　規格能力　　　φ　×　　Ｌ／ ｍｉｎ　×　　ｍ　×　　Ｋｗ

（　・三相　　・単相１００Ｖ　　・単相２００Ｖ）

【ブロワ】

曝気ブロワ ・１台　　・２　台

　蓋　安全荷重　　・中耐　　・重耐

材質 　※ ＦＲＰ製　・ＲＣ製

　※ ＦＲＰ浄化槽は再生樹脂材料の優先使用に努めること。

コンクリ躯体工事 　※ 本工事　　　　　・別途（一部仕上げは本工事に含む）

【放流槽】

１台当たりの能力

規格能力　　　φ　×　　Ｌ／ ｍｉｎ　×　　ｍ　×　　Ｋｗ

（　・三相　　・単相１００Ｖ　　・単相２００Ｖ）

計画汚水量 　　　ｍ ３　／日

ＢＯＤ除去率 　　※ ９０％以上　・　９５％以上

放流水質 　※ ＢＯＤ　 　２０ｍ／ｇＬ 以下　　・ ＢＯＤ　１０ｍ／ｇＬ 以下

　・ＣＯＤ　　３０ｍｇ／ Ｌ以下　　・Ｔ－Ｐ　　ｍｇ／ Ｌ以下

・Ｔ－Ｎ　　　ｍｇ／ Ｌ以下

ガス
ガスメーター

集合発生装置
　（      ）別途　　　　（      ）本工事　　　（ 〇 ）貸与品

浄

化

槽

処理方式 　建築基準法施行令第３５条第１項の大臣認定による

処理対象人員 　　　　　　ﾌｼﾞｸﾘｰﾝPVI70A　70人槽

建築用途 　　宿泊施設（披露宴等有）

※機器送り二次側配線用配管　ＦＥＰ管

容量 　有効容量　　　ｍ ３

放流ポンプ 　２台　自動交互運転　異常時２台同時運転

着脱自在型 　１台当たりの能力

通気排水 防火区画貫通管 　（      ）耐火二層管　（      ）鋼管(白)

消火
消火栓箱

消 火 器

　（      ）屋内　　　　（      ）屋外

　（  〇 ）本工事（〇 ）図示部分に設置）（      ）別途

17 支給品 　（      ）有　　　　　（      ）無

給湯給水 量　水　器 　（  〇  ）貸与品　　  （      ）買取り

15 埋戻し土 　（  ●  ） 山砂の類（　山砂　）     （      ）埋設配管周囲１００ｍｍ

　（      ） 根切り土中の良質土

16 総合調整 　各設備の施工完了時に次の総合調整を行い、機器等の運転状態を記録し、

 測定結果及び測定者名を記入の上、監督員に提出する。

　なお、測定箇所は監督員の指示による。

　（      ）風量調整　（      ）水量調整　（      ）室内外空気の温湿度の測定

　（      ）室内気流及びじんあいの測定   （      ）騒音の測定

　（      ）飲料水の水質の測定（　　項目）※末端水栓の残留塩素濃度の測定

13 再使用機器  取外し再使用機器は、清掃、起動確認を行う。

14 建設発生土の処理 　（  ●  ）構外搬出（他工事に流用）

　（  ●  ）構内に敷き均し

　（       ）構内にたい積

12 工事完成写真  ※（      ）提出する（電子データ） （      ）提出しない

　デジタルカメラ等の総画素数は５００万画素以上とし、ＣＤ等で提出する。

　機器完成図　　　　　（１部）

　許認可書類　　　　　（１部）

 保全に関する資料

　※（      ）提出する（電子データの提出は監督員の指示による）

　　（      ）提出しない

　取扱説明書　　　　　（１部）

　付属品、予備品リスト（１部）　　　　その他

完成時の提出

図書等

 完成図

　※製本（原図サイズ）２部

 施工図

　※製本（原図サイズ）１部

 ＣＡＤデータの提出　※（      ）要（ＪＷＷ形式又はＤＸＦ形式、ＣＤ　枚）

　　　　　　　　　 　　（      ）不要

９ 施工図  本工事着工前に施工図作成の上、監督員の承諾を受ける。（使用機材を含む）

10 技術検査 ・中間技術検査（実施回数：　　　回、実施段階：　　　　　）

11

　機器試験成績書　　　（１部）

　試験成績書　　　　　（１部）

青銅弁（１０Ｋ）

ステンレス鋼弁（１０Ｋ）

給

湯

注１）鋳鉄製はライニング弁とする。

注２）給水・給湯用青銅弁は、鉛レス仕様とする。

ボ

ー

ル

弁

そ

の

他

● ●

●

鋳鉄弁（１０Ｋ）

鋳鉄弁（５Ｋ）

バ

タ

フ

ラ

イ

弁

ゴムシートバタフライ弁（１０Ｋ）

ステンレス鋼バタフライ弁（１０Ｋ）

ステンレス鋼弁（１０Ｋ）

逆

止

弁

青銅弁（１０Ｋスウイング型） ● ●

鋳鉄弁（１０Ｋスウイング型）

　〃　（１０Ｋ）

玉

形

弁

青銅弁（５Ｋ）

　〃　（１０Ｋ）

鋳鉄弁（１０Ｋ）

ステンレス鋼弁（１０Ｋ）

　〃　（１０Ｋ）

●

鋳鉄弁（５Ｋ）

ガ

ス
備 考

仕

切

弁

青銅弁（５Ｋ）

呼 称
給

水

給

湯

排

水

消

火

　〃　（１０Ｋ） ●

バ ル ブ 類

そ

の

他

ダクタイル鋳鉄管

スパイラルダクト

ポリブテン管 ● ●

耐熱性塩化ビニル管　(HTVP) ●

●

保温付き

架橋ポリエチレン管

ポリエチレン管（ＰＥ）

リサイクル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

硬質ポリ塩ビ管　一般管（ＶＰ） ●
樹

脂

管

耐衝撃性硬質ポリ塩ビ管（ＨＩＶＰ） ●

銅

管

冷媒用銅管（保温付）

薄肉管（ＶＵ）

耐火二層管（内管ＶＰ）

ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）

銅管Ｍ（ ●外面被覆　　・保温付被覆） ●

●

●ガス用ステンレス鋼フレキシブル管

突合せ溶接式管継手

水道用ステンレス鋼鋼管

ス

テ

ン

レ

ス

管

一般配管用ステンレス鋼鋼管

継

手

鋼製管フランジ継手（亜鉛メッキ）

ハウジング管継手

亜鉛メッキ鋼管（ＳＧＰＷ）

耐熱性塩ビライニング鋼管（ＨＶＡ）

管端コア付樹脂ライニング鋼管（・ＶＡ・ＶＢ）

ガス用ポリエチレン管 ●

ポリ粉体鋼管（ ・ＰＡ ・ＰＢ ・ＰＤ）

ガス用塩ビ外面被覆鋼管（ＰＬＶ） ●

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＳ）

排水用塩ビライニング鋼管（ＤＶＬＰ）

塩ビライニング鋼管（ ・ＶＡ ・ＶＢ ・ＶＤ）

圧力配管用炭素鋼鋼管（白ＳＴＰＧ）

　　　〃　　　　（黒ＳＧＰ）

備 考

配

管

工

事

鋼

管

配管用炭素鋼鋼管（白ＳＧＰ） ● ●

排

水

消

火

ガ

ス

冷

媒

換

気

配 管 材 料

給水、給湯、排水（通気管、ドレンを含む）、消火、冷温水、冷却水、蒸気、油用配管他

呼 称
給

水

※　上記メーカー表によるほか、同等品以上とする。

小口径塩ビ枡 マエザワ アロン シーアイ 同 等 品

浄化槽 フジクリーン 大臣認定品

マンホールグレーチン蓋 福西 ダイドレ カネソウ 同 等 品

衛生陶器、金具類 ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ カクダイ 同 等 品

消火器具 北浦製作所 千住ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 能美防災 同 等 品

ガス給湯器 リンナイ パロマ ノーリツ 同 等 品

ＬＰＧ器具及装置 リンナイ パロマ ノーリツ 同 等 品

ダイドレ カネソウ 同 等 品

　　５ ．　ＯＡダクトの保温は、外壁より１ｍ程度とする。

弁類 ＪＩＳ等表示品

主要資材等標準メーカー表　　（ＪＩＳ等：ＪＩＳ、ＳＨＡＳＥ－Ｓ、ＪＷＷＡ）

機 器 材 料 名 製 造 業 者 名

管類 ＪＩＳ等表示品

※　１ ．　保温材（Ｒ：ロックウール　Ｇ：グラスウール　Ｐ：ポリスチレンフォーム

　　　　　　　　　 Ｍ：メーカー標準仕様）

　　２ ．　冷媒整形保温材はグラスウールとする。

　　３ ．　保温外装材（屋外露出）は（ 　）ステンレス鋼板 （ ● ）亜鉛鉄板   　　とする。

　　　　　　　 又、冷媒用外装材は　（     ）ステンレス鋼板 （     ）樹脂製カバー　とする。

　　４ ．　防火区画貫通部保温は、ロックウールとする。

保 温 材

排水金具、鋳鉄製品 福西

ドレン ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ 露出はＯＰ塗り

ヘッダー類 ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ●M ・Ｒ・Ｇ・Ｐ

　〃（給排水） ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ

槽　類（空調） ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ

貯湯槽 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　

冷温水 ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ

蒸　気 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　

チャンバー ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　

露出はＯＰ塗り

給　湯 ・Ｒ・Ｇ●Ｐ ・Ｒ●Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ●M ・Ｒ●Ｇ　　

一般ダクト ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　 ・Ｒ・Ｇ　　

冷　媒 ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・メーカー仕様

備 考

給　水 ・Ｒ・Ｇ●Ｐ ・Ｒ●Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ●M ・Ｒ●Ｇ　　

排　水 ・Ｒ・Ｇ・Ｐ

屋内露出

機械室等

天井

ＰＳ内

床下、暗渠

ピット内
屋外露出

消　火 ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ●Ｐ

・Ｒ●Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ ・Ｒ・Ｇ・Ｐ



ホール、厨房（事務所棟、西棟）仕上表
外部仕上表

屋根 事務所南側下屋瓦屋根葺き替え 基礎

※浄化槽設置時に下屋部分のみ屋根撤去→設置後復旧 断熱材

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

厨房①西側外壁板金：ガルバリウム鋼板小波板貼り

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

ホール カラクリート（黒） 既存壁 既存野地 受付カウンター 照明、コンセント、ACコンセント ガスメーター

※既存洗い出しの上に施工 新規PB＋クロス貼り 既存下地利用+PBの上、和紙貼り ガスメーター隠し

新規PB+漆喰塗り、伊賀土塗り

事務所 既存床 H=40杉 既存壁 既存天井の上、PB+クロス貼り 分電盤、LAN元

新規PB+漆喰塗り 照明、コンセント、ACコンセント

新規PB+クロス貼り

バックヤード カラクリート（黒） 既存壁 既存天井下地の上、PB+クロス 照明、コンセント

※既存洗い出しの上に施工

トイレ 新規土間コンクリート 既存壁 既存天井下地の上、PB+クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、手洗い器、単水栓、鏡

新規PB+クロス貼り

厨房① 新規土間コンクリート H20 杉 PBの上、クロス貼り 既存下地利用+PBの上、クロス貼り 照明、コンセント、ACコンセント、E付コンセント 厨房用水栓

PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼り 換気扇 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

厨房② 新規土間コンクリート H20 杉 PBの上、クロス貼り 既存下地利用+PBの上、クロス貼り 照明、コンセント、ACコンセント、E付コンセント 厨房用水栓

PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼り 換気扇 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

玄関 新規土間コンクリート 既存壁 PBの上、クロス貼り 玄関敷居撤去→モルタルで敷居 照明

新規PB+漆喰塗り ※新規天井下地

雑工事

西
棟
１
階



客室①、客室②（南棟）仕上表
外部仕上表

屋根 差し掛けポリカ屋根→ガルバリウム鋼板屋根に葺き替え 基礎

断熱材 客室と客室の新規間仕切り壁天井：グラスウール16K 100㎜

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

客室②水廻り棟：東側外壁板金ガルバリウム鋼板小波板貼り

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切 木製建具敷居：ガルバリウム鋼板

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

玄関 洗い出し仕上げ 既存壁 既存天井 下足収納 照明、コンセント

※既存洗い出しの上に施工 一部漆喰補修（新規開口部）

一部杉本実板貼り12㎜

スタッフ廊下 既存階段 H=40杉 既存壁 既存天井 照明、コンセント

階段 杉フローリング15㎜　塗装 新規PB+漆喰塗り

※既存床下地利用

スタッフ廊下 杉フローリング15㎜　塗装 H=40杉 既存壁 既存天井 照明、コンセント

※新規床下地 一部漆喰補修（新規開口部）

廊下 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　荒壁パネル+漆喰塗り 照明、コンセント

客室①，②入口 ※既存床下地利用 新規PB+漆喰塗り

客室① 畳表替え 既存壁 既存天井 家具工事（ミニバー） 照明、コンセント、ACコンセント、LAN

（和室６畳） 杉フローリング15㎜（押入）塗装 新規PBの上、伊賀土塗り、聚楽塗り 新規PBの上、クロス貼り ハンガーパイプ

※押入内新規床下地 新規PBの上、クロス貼り（押入） 新規PBの上、伊賀土塗り（ミニバー）

客室① 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセン

（縁） ※既存床下地利用 新規PBの上、聚楽塗り、漆喰塗り

客室① 杉フローリング15㎜　塗装 H=40杉 新規PBの上、漆喰塗り 杉本実板12㎜ 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、E付コンセント 混合水栓、洗面器、鏡

（洗面脱衣） ※新規下地 ※新規天井下地

客室① 杉フローリング15㎜　塗装　 H=40杉 新規PB+漆喰塗り PBの上、クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、紙巻き器

（トイレ） ※新規下地 ※新規天井下地

客室① サーモタイル300角 新規PB+漆喰塗り 桧本実板12㎜ 棚板　桧30㎜ 照明、E付コンセント 手洗い器、、混合水栓、鏡

（脱衣） ※新規天井下地 洗面カウンター　桧板30㎜

客室① サーモタイル300角 H900までサーモタイル 桧本実板12㎜ 照明、換気扇 シャワー混合栓、浴槽用混合栓、排水目皿、鏡

（浴室） 桧本実板12㎜ ※新規天井下地 桧風呂

客室① 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 PBの上、和紙貼り 手すり 照明、コンセント

（階段室） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+聚楽塗り ※新規天井下地

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 家具工事（ミニバー） 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+伊賀土塗り ハンガーパイプ

新規PB+聚楽塗り

客室② 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 PBの上、和紙貼り 手すり 照明、コンセント

（階段室） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+聚楽塗り ※新規天井下地

客室② 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセン

（縁） ※既存床下地利用 新規PBの上、聚楽塗り

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（茶室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室① 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室① 既存床 既存壁 既存天井 コンセント、LAN

（出窓） 新規PB+漆喰塗り

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室② 既存床 既存壁 既存天井 コンセント、LAN

（出窓） 新規PB+漆喰塗り

客室② 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（廊下） ※既存床下地利用 新規PB+聚楽塗り

客室② サーモタイル300角 100角タイル 既存天井 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、コンセント、E付コンセント 洗面器、混合水栓、鏡

（洗面脱衣） 新規下地 洋便器、紙巻き器

客室② ハーフユニットバス 1段300角サーモタイル 既存天井 照明、換気扇 ハーフユニットバス、シャワー混合水栓、鏡

（浴室） 桧本実板12㎜

廊下 既存床 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（スタッフ） 新規PB+聚楽塗り

南
棟
２
階

雑工事
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客室③（蔵）仕上表
外部仕上表

屋根 基礎

断熱材

樋

軒裏

外壁 新規窓廻り漆喰補修

サッシ 木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

客室③ 土間：300角タイル 既存壁 既存天井 上框 照明、コンセント

（リビング土間） 新規床下地 新規PB+漆喰塗り

客室③ 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 ハンバーパイプ（押入） 照明、コンセント、ACコンセント、LAN

（リビング） 新規床下地 腰板壁　杉本実板15㎜

新規PB+漆喰塗り

新規PB+クロス貼り（押入）

客室③ サーモタイル300角 既存壁 既存天井 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、コンセント、E付コンセント、換気扇 洗面器、混合水栓、耐食鏡、洋便器、紙巻き器

（洗面脱衣） 新規下地 新規PB+漆喰塗り

客室③ サーモタイル300角 H900までサーモタイル 桧本実板12㎜ 照明、換気扇 シャワー混合栓、浴槽用混合栓、排水目皿、鏡

（浴室） 新規下地 桧本実板12㎜ ※新規天井下地 桧風呂

客室③ 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 既存利用 手すり 照明

（階段） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+漆喰塗り

客室③ 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 手すり壁 照明、コンセント、ACコンセント

（寝室） 新規下地 新規PB+漆喰塗り 新規窓

　

雑工事

蔵
1
階

蔵
2
階



レストラン（東棟、渡り廊下）仕上表
外部仕上表

屋根 基礎

断熱材

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り 照明、コンセント、ACコンセント、換気扇

（13畳） ※既存床下地利用 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、換気扇

（10畳） ※既存床下地利用 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り 照明、コンセント

（回廊北側） ※既存床の上に施工 構造補強部分　杉板貼り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊西側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り（押入） 照明、コンセント

（回廊南側） ※既存床の上に施工 新規PBの上、伊賀土塗り キャッシャーカウンター

レストラン 300角タイル貼り 既存壁 既存天井 下足収納 照明、コンセン

（入口） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 新規PBの上、漆喰塗り 一部PBの上、和紙貼り 照明、コンセント

（階段） ※既存床の上に施工、一部新規下地 杉本実板12㎜ 既存天井

レストラン サーモタイル300角 H=40杉 PBの上、クロス貼り PBの上、クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、紙巻き器、手洗い器、単水栓、鏡

（トイレ） ※新規下地 新規下地 新規下地

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 既存手すり一部加工 照明、E付コンセント、換気扇 給水、排水配管　

（渡り廊下） 新規PBの上、漆喰塗り 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

構造用合板24㎜下地 一部PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント、換気扇

（パーティールーム） 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊北側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊西側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（回廊南側） ※既存床の上に施工 構造補強部分　杉板貼り

雑工事
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Ｎｏ ① 数量 6 Ｎｏ ② 数量 6 Ｎｏ ③ 数量 3 Ｎｏ ④ 数量 2 Ｎｏ ⑤ 数量 8

形式 アラウーノS141 形式 ペーパーホルダー 形式 トイレ手洗い 形式 手洗い水栓 形式

型番 XCH1411WSL メーカー Panasonic 型番 YH63R#MS メーカー TOTO 型番 497-028 メーカー カクダイ 型番 721-221-D メーカー カクダイ 型番 PMT４NM メーカー ｻﾝﾜｶﾝﾊﾟﾆｰ

使用箇所 事務所トイレ、各客室、レストラントイレ 使用箇所 事務所トイレ、各客室、レストラントイレ 使用箇所 事務所トイレ、レストラントイレ 使用箇所 事務所トイレ、レストラントイレ 使用箇所

※取付位置現場で指示 排水目皿：433-131 W450×D150×H700

※２F対応可能か確認 トラップ化粧配管

Ｎｏ ⑥ 数量 1 Ｎｏ ⑦ 数量 3 Ｎｏ ⑧ 数量 3 Ｎｏ ⑨ 数量 2 Ｎｏ ⑩ 数量 2

形式 鏡 形式 洗面器 形式 形式 浴槽 形式

型番 KF-4060A メーカー リクシル 型番 LY-493202 メーカー カクダイ 型番 183-235-D メーカー カクダイ 型番 S-1800角型浴槽框付 メーカー 檜創建 型番 YTB150S メーカー TOTO

使用箇所 事務所トイレ 使用箇所 各部屋洗面 使用箇所 使用箇所 客室①、客室③浴槽 使用箇所

※W1600×D800×H650（深さ500）

※メーカーは最終確認

Ｎｏ ⑪ 数量 1 Ｎｏ ⑫ 数量 3 Ｎｏ ⑬ 数量 3 Ｎｏ ⑭ 数量 2 Ｎｏ ⑮ 数量 1

形式 ハーフユニットバス 形式 シャワー混合栓 形式 シャワーヘッド 形式 浴室用混合水栓 形式 手洗い器

型番 PYP160ABJK メーカー TOTO 型番 15348004 メーカー hansgrohe 型番 27 572 10J メーカー GROHE 型番 125-004 メーカー カクダイ 型番 CL-8744AC メーカー カクダイ

使用箇所 客室③　２階浴室 使用箇所 客室①、②、③浴室洗い場 使用箇所 客室①、②、③浴室洗い場 使用箇所 客室①、③浴槽 使用箇所 客室①脱衣

※入口建具は制作建具 付属金物

※湯船、給湯追い炊き配管必要

11600

※現場にて位置決め

必要金物、配管

386000

シャワーホース/28 409 00J

シャワーホルダー/28 622 000

混合水栓

各部屋洗面

置き型W660×D440×H120

化粧配管、取付金物一式

浴室排水ユニット

非防水層タイプ(縦引きタイプ)

鏡

レストラントイレ、各居室（洗面、浴室）

スティックリモコン（ブラック）

化粧配管、取付金物一式

集水トラップ　浴槽排水

客室①、客室③

W406×H610

※現場にて位置決め



Ｎｏ ⑯ 数量 1 Ｎｏ ⑰ 数量 5 Ｎｏ ⑱ 数量 5 Ｎｏ ⑲ 数量 1 Ｎｏ ⑳ 数量 1

形式 手洗い水栓 形式 単水栓（水用） 形式 単水栓（お湯用） 形式 単水栓 形式 手洗い器

型番 CET6500 メーカー CERA 型番 724-735-13QR メーカー カクダイ 型番 700-745-13QR メーカー カクダイ 型番 LF-T404XU メーカー リクシル 型番 L-176UEC/BW1 メーカー リクシル

使用箇所 客室①脱衣 使用箇所 厨房水栓、2F渡り廊下水栓 厨房水栓、事務所トイレ手洗い、厨房手洗い 使用箇所 事務所トイレ手洗い 使用箇所 厨房手洗い

吐水口長さ170㎜

Ｎｏ ㉑ 数量 1 Ｎｏ ㉒ 数量 3 Ｎｏ ㉓ 数量 3 Ｎｏ ㉔ 数量 2 Ｎｏ 数量

形式 単水栓 形式 散水栓 形式 都市ガス給湯器 形式 都市ガス給湯器

型番 LF-P03B メーカー リクシル 型番 LF-33-13CV メーカー リクシル 型番 GT-C2062SAWX BL メーカー ノーリツ 型番 GQ-C2434WS メーカー ノーリツ

使用箇所 厨房手洗い 使用箇所 庭 使用箇所 各客室 使用箇所 レストラン

20号　マルチリモコン　RC-J101E 24号　台所用リモコンRC-7606M

サブリモコンRC-8001A

Ｎｏ 数量 Ｎｏ 数量 Ｎｏ 数量 Ｎｏ 数量 Ｎｏ 数量

形式 形式 形式 形式 形式

型番 メーカー 型番 メーカー 型番 メーカー 型番 メーカー 型番 メーカー

使用箇所 使用箇所 使用箇所 使用箇所 使用箇所

化粧配管 吐水口長さ170㎜
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